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支部長 井上明久（K45） 

幹 事 明石昌彦（S44）本部理事・事務局 

幹 事 岸本 充（C05）本部企業理事 

幹 事 笹倉芳造（S44） 

幹 事 藤尾純造（S44） 

幹 事 網嶋健人（F2009） 

幹 事 七川博一（C48） 

監 事 中野澄人（J10）会計監査担当 

相談役 森島文夫（C51） 

 

令和２年度 

東日本支部役員名簿 

※
維
持
会
費
の
払
込
依
頼
※ 

編
集
後
記 

皆
様
の
ご
協
力
で
初
め

て
の
東
日
本
支
部
だ
よ
り

が
完
成
し
ま
し
た
。
ご
寄

稿
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま

し
た
。
大
役
を
引
き
受
け

た
も
の
の
試
行
錯
誤
の
連

続
で
し
た
が
何
と
か
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
東
日
本

支
部
だ
よ
り
が
皆
様
の
交

流
の
場
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
今
後
も
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

事
務
局 

明
石
昌
彦 

平
素
は
東
日
本
支
部
の
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
支
部
だ
よ
り
は
支
部
活

性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
今
後
と
も

継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
日

本
支
部
だ
よ
り
発
行
に
係
る
経
費
は
今

後
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
運
営
い
た
し

ま
す
の
で
維
持
会
費
と
し
て
一
口
１
０

０
０
円
以
上
の
振
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
振
込
用
紙
に
は
氏
名
・
卒
業

年
度
を
、住
所
とE-mail

に
変
更
の
あ

る
場
合
は
変
更
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

兵庫県立３大学合同懇親会の予定 

 来年は淡水会の担当で新年会として開催予定でし

たが、１０月時点では開催中止と決まりました。 

     
『
東
日
本
支
部
だ
よ
り
』
２
号
を

令
和
３
年
１
０
月
～
１
１
月
に
発
行

予
定
で
す
。
思
い
出
、
随
筆
、
旅
行

記
、
等
々
、
８
０
０
字
以
内
で
投
稿

く
だ
さ
い
。
再
投
稿
も
歓
迎
し
ま
す
。

同
時
に
表
紙
を
飾
る
に
相
応
し
い
写

真
を
募
集
し
ま
す
。
締
め
切
り
は
６

月
末
日
。
尚
、
編
集
の
都
合
上
寄
稿

の
予
約
を
令
和
３
年
１
月
中
に
お
願

い
し
ま
す
。 

投
稿
先
：
東
日
本
支
部
事
務
局 

 

原
稿
お
よ
び
表
紙
を
飾

る
写
真
を
募
集
し
ま
す 

姫

路

工

学

キ

ャ

ン

パ

ス

写

真 

   

   

⑨ ７号館（共通・情報教育） ⑭ 体育館 ① Ａ棟（管理棟・講義棟） 

㉓ 大学会館 ③B棟（電気電子情報工学科） 

（共用利用機器センター） 

⑧６号館（電気電子情報工学

科、機械・材料工学科） 


